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一
、
は
じ
め
に

『
群
像
』
一
九
八
二
年
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』（
以

下
『
羊
』
と
略
称
）
は
、
村
上
春
樹
の
三
作
目
に
あ
た
る
長
編
小
説
で
あ
る
。

「
青
春
三
部
作
」

の
完
結
編
で
あ
り
、
村
上
が
専
業
作
家
と
し
て
の
道

(1)

を
歩
み
始
め
た
最
初
の
作
品
で
も
あ
る
。
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
作
者
が

デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、
は
じ
め
て
「
世
界
の
混
沌
性
を
べ
つ
の
混
沌
性
に

置
き
換
え
る
」

と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
表
現
を
使
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自

(2)

分
な
り
の
文
体
を
発
見
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究

は
肯
定
的
な
見
解
と
否
定
的
な
見
解
に
分
か
れ
、
澤
田
真
紀
は
「
単
な
る

こ
と
ば
あ
そ
び
に
す
ぎ
な
い
」

と
批
評
し
た
一
方
、
芳
川
泰
久
と
西
脇

(3)

雅
彦
は
（
程
度
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
）
メ
タ
フ
ァ
ー
表
現
の
役
割
に
肯
定
的
な

姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
肯
定
的
な
評
価
は
、
た
と
え
ば
芳
川
が
、

比
喩
の
多
用
が
自
然
主
義
の
つ
く
り
だ
し
た
小
説
ら
し
さ
と
は
別
の
小
説

言
語
の
構
築
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た

よ
う
に
、
多
様
で
効
果
的
な
メ

(4)

タ
フ
ァ
ー
表
現
を
用
い
る
こ
と
で
、
村
上
は
「
現
実
の
混
沌
性
を
否
定
し
、

た
だ
一
つ
を
真
実
と
す
る
こ
と
」

と
い
う
前
世
代
小
説
家
の
創
作
観
を

(5)

「
脳
テ
キ
ス
ト
」
と
し
て
の
〈
羊
〉

―
文
学
倫
理
学
批
評
の
視
点
か
ら

見
る
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』

―

任

潔

R
E

N
J

i
e

更
新
し
得
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
評
価
を
踏
ま
え
て
、

『
羊
』
に
お
け
る
メ
タ
フ
ァ
ー
表
現
が
、
作
品
の
文
体
構
造
あ
る
い
は
倫

理
的
構
造
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

『
羊
』
は
、「
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
「
右
翼
の
大
人
物
」
の
秘
書
に
命
じ

ら
れ
て
、
「
僕
」
が
星
形
の
斑
紋
を
背
中
に
持
つ
特
殊
な
〈
羊
〉
を
探
し

は
じ
め
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
人
間
の
脳
に
と
り
つ
く
〈
羊
〉
は
、
こ

の
作
品
で
の
最
も
重
要
な
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
理
解
す

る
た
め
の
鍵
と
も
言
え
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
〈
羊
〉
の
象
徴
す
る
も
の

に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
次
の
ご
と
く
、
い
く
つ
か
の
観
点
を
提
起
し
て

い
る
。
①
モ
ン
ゴ
ル
的
な
世
界
征
服
の
権
力

、
②
西
欧
近
代
の
文
化
の

(6)

力

、
③
日
本
近
代
の
西
欧
化
へ
の
意
志

、
④
日
本
の
近
代
そ
の
も
の

、

(7)

(8)

(9)

⑤
一
九
六
〇
～
一
九
七
〇
年
代
の
思
想
や
観
念
（
た
と
え
ば
全
共
闘
時
代
の
革

命
思
想
）

、
⑥
戦
争
と
侵
略
の
原
動
力

、
な
ど
で
あ
る
。
諸
先
行
研
究

(10)

(11)

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、「
喩
え
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
の
〈
羊
〉
は
、

読
み
手
の
理
解
に
よ
っ
て
は
異
な
る
「
喩
え
る
も
の
」
を
持
つ
よ
う
に
な

り

、
そ
の
多
義
性
を
保
障
し
た
の
は
、「
世
界
の
混
沌
性
を
べ
つ
の
混
沌

(12)
性
に
置
き
換
え
る
」
と
の
メ
タ
フ
ァ
ー
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
作
品
の
内
容
が
曖
昧
に
な
っ
て
お
り
、
山
川
健
一
が
「
雲
の
う
え
に

書
か
れ
た
お
伽
噺
」
と
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
感
想
を
述
べ
た
の
も
無
理
は
な

い

。
本
稿
は
、
作
品
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の
〈
羊
〉
に
注

(13)
目
し
、
こ
の
言
葉
の
意
味
合
い
を
考
え
る
上
で
、
メ
タ
フ
ァ
ー
表
現
（
＝

「
べ
つ
の
混
沌
性
」）
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
る
作
品
の
曖
昧
性
・
混
沌
性
と

作
者
の
倫
理
的
意
図
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
そ
こ
で
、
二
十
一
世
紀
初
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め
に
中
国
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
「
文
学
倫
理
学
批
評
」
の
方
法
、
特
に

「
脳
テ
キ
ス
ト
」（brain

text

）
理
論
を
用
い
な
が
ら
、
作
品
に
お
け
る
メ

タ
フ
ァ
ー
表
現
の
有
り
様
に
つ
い
て
検
討
し
、
作
品
が
創
作
さ
れ
た
時
代

の
倫
理
的
価
値
や
、
今
日
の
日
本
の
倫
理
環
境
に
お
け
る
倫
理
的
価
値
を

究
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
文
学
倫
理
学
批
評
と
は
何
か

ま
ず
、
本
稿
が
用
い
る
主
要
な
方
法
論
で
あ
る
文
学
倫
理
学
批
評
に
つ

い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

文
学
倫
理
学
批
評
と
は
、
倫
理
と
い
う
視
点
か
ら
文
学
を
分
析
・
解

釈
・
鑑
賞
し
、
文
学
の
倫
理
的
価
値
と
教
育
的
機
能
を
発
掘
す
る
批
評
方

法
で
あ
る
。「
人
類
は
倫
理
を
表
す
た
め
に
文
字
を
作
り
出
し
、
そ
し
て

そ
れ
を
使
っ
て
日
常
生
活
お
よ
び
人
類
自
身
が
倫
理
に
対
す
る
理
解
を
記

し
、
そ
こ
で
テ
キ
ス
ト
が
生
ま
れ
、
最
初
の
文
学
が
誕
生
し
た
の
だ
」
(14)

と
あ
る
よ
う
に
、
時
代
・
国
別
・
ジ
ャ
ン
ル
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ
て

の
文
学
は
倫
理
的
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
倫

理
批
評
（
倫
理
の
視
点
か
ら
文
学
を
分
析
す
る
）
の
歴
史
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に

ま
で
遡
る
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
民
権
運
動
、
反
戦
運
動
、
学

生
運
動
、
女
性
解
放
運
動
や
環
境
保
護
運
動
の
高
ま
り
と
と
も
に
倫
理
批

評
は
最
高
潮
を
迎
え
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
、
新
歴
史
主
義
批
評
、
文
化

批
評
と
い
っ
た
形
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
倫
理
批

評
は
、
ウ
ェ
ー
ン
・

・

ブ
ー
ス
（W

ayne
Clayson

Booth

）

の
推
進
に
よ

C

り
ピ
ー
ク
に
達
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
急
速
に
衰
え
て
い
っ

た
。
こ
の
衰
退
を
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
レ
ン
・
ポ
ズ
ナ
ー
（Richard

A
.Posner

）

は
、
欧
米
に
お
け
る
倫
理
批
評
は
自
分
な
り
の
術
語
と
理
論
的
特
色
が
な

く
、
方
法
論
と
し
て
文
学
倫
理
学
か
ら
独
立
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
説
明

し
て
い
る

。
(15)

改
革
開
放
政
策
（
一
九
七
二
年
）
開
始
以
来
、
中
国
に
輸
入
さ
れ
た
文
学

理
論
は
主
に
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。
①
ロ
シ
ア
の
形
式
主
義
批
判
、
ア
メ

リ
カ
の
新
批
評
や
構
造
主
義
批
評
と
い
っ
た
、
形
式
の
価
値
を
強
調
す
る

形
式
批
評
、
②
文
化
と
権
利
、
文
化
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
関
係
を
中
心

と
し
、
文
化
的
視
点
か
ら
文
学
を
研
究
す
る
文
化
批
評
、
③
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
批
評
、
環
境
批
評
、
新
歴
史
主
義
批
評
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
と

い
っ
た
、
政
治
・
社
会
の
視
点
か
ら
展
開
さ
れ
る
文
学
批
評
で
あ
る
。
上

記
の
文
学
批
評
は
、
政
治
・
道
徳
・
性
別
・
種
族
の
角
度
に
基
づ
く
広
義

的
倫
理
批
評
か
ら
出
発
し
た
の
だ
が
、
結
局
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発
点
、
つ
ま

り
形
式
・
文
化
・
性
別
・
環
境
の
諸
問
題
に
行
き
戻
り
、
倫
理
か
ら
次
第

に
遠
く
な
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
中
国
で
の
文
学
批
評

も
徐
々
に
文
学
か
ら
離
れ
、
理
論
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（TheoreticalCom

plex

）
、

命
題
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（Preordained

Com
plex

）
、
術
語
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

（Term
Com

plex

）
の
傾
向
が
著
し
く
な
る
。
ま
た
、「
芸
術
の
た
め
の
芸

術
」
と
い
う
文
学
観
の
影
響
で
、
倫
理
的
価
値
よ
り
も
文
学
作
品
に
お
け

る
美
的
価
値
が
、
さ
ら
に
は
（
市
場
経
済
の
影
響
で
）
倫
理
的
価
値
や
美
的

価
値
よ
り
も
文
学
作
品
の
商
品
と
し
て
の
価
値
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
文
学
に
対
す
る
批
評
は
、
読
者
の
好
み
に
合
わ
せ
る
も
の
、
社
会
に

対
す
る
責
任
感
の
薄
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
観
を
呈
す
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
下
、
文
学
倫
理
学
批
評
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
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中
国
の
文
学
研
究
誌
『
外
国
文
学
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
聶
珍
釗
の
論
文

で
提
唱
さ
れ
た

。
そ
の
後
、
約
十
年
の
間
に
著
し
い
発
展
を
遂
げ
、
二

(16)

〇
一
四
年
三
月
、
中
国
国
家
社
会
基
金
の
支
援
を
受
け
て
出
版
さ
れ
た
。

文
学
倫
理
学
批
評
は
、
文
学
テ
キ
ス
ト
を
批
評
の
対
象
と
し
、
倫
理
的
な

角
度
か
ら
作
品
に
お
け
る
人
間
と
自
分
／
人
間
と
社
会
／
人
間
と
自
然
と

の
関
係
を
把
握
す
る
理
論
で
あ
る
。
特
定
な
倫
理
環
境
に
お
け
る
各
個
人

の
倫
理
選
択
を
分
析
し
て
、
特
定
な
基
準
に
従
っ
て
倫
理
的
判
断
を
下
す

こ
と
で
、
作
品
の
倫
理
的
価
値
を
発
掘
し
、
小
説
を
新
た
な
読
み
方
で
照

射
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
単
に
倫
理
的
な
視
点
か
ら
文
学
を

批
評
す
る
従
来
の
倫
理
批
評
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
な
り
の
術
語
と
理
論

の
特
色
を
も
っ
て
、文
学
研
究
の
根
本
的
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
の
は
、

文
学
倫
理
学
批
評
の
主
な
主
張
で
あ
る
。
次
節
で
用
い
る
脳
テ
キ
ス
ト
理

論
は
、
文
学
倫
理
学
批
評
で
も
特
に
重
要
な
理
論
の
一
つ
で
あ
る
。

三
、
テ
キ
ス
ト
と
メ
タ
フ
ァ
ー
理
解
・
メ
タ
フ
ァ
ー
理
解
生
成

脳
テ
キ
ス
ト
は
、
文
字
や
紙
が
生
ま
れ
る
前
に
人
間
が
情
報
を
保
存
す

る
テ
キ
ス
ト
の
一
種
類
で
あ
る
。
一
種
の
特
殊
な
生
物
形
態
で
あ
り
、
記

憶
の
形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
世
界
万
物
に
対
す
る
人
間
の
感
知
・
認
知
・

理
解
お
よ
び
思
考
な
ど
を
指
す
。
脳
テ
キ
ス
ト
は
、
ま
ず
脳
概
念
（brain

concepts

）
の
形
で
脳
に
保
存
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
脳
概
念
は
「
シ

ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
と
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
の
二
種
類
を
含
み
、

「
シ
ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
は
あ
ら
ゆ
る
事
物
と
あ
ら
ゆ
る
概
念
を
指
す
も

の
で
、
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
は
特
定
の
事
物
や
概
念
を
指
す
も
の

で
あ
る

。
こ
の
脳
概
念
の
理
論
を
援
用
し
て
考
え
る
と
、『
羊
』
の
〈
羊
〉

(17)

は
、
特
定
の
事
物
や
特
定
の
概
念
（
た
と
え
ば
北
海
道
地
区
の
家
畜
）
を
指
す

場
合
は
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
に
な
る
が
、
メ
タ
フ
ァ
ー
表
現
と
し

て
使
わ
れ
る
場
合
は
「
シ
ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
に
な
る
。
さ
ら
に
、「
シ

ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
と
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
と
を
組
み
合
わ
せ
る

と
「
思
考
す
る
こ
と
」
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
思
想
」
が
形
成
さ

れ
、「
思
想
」
が
脳
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
で
脳
テ
キ
ス
ト
に
な
る

。
そ
し

(18)

て
受
信
者
（addressee

／
読
者
な
ど
）
は
、「
シ
ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
と
「
シ

ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
と
の
対
応
関
係
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ

タ
フ
ァ
ー
を
理
解
す
る
。
そ
の
過
程
に
は
、
次
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

「
シ
ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
と
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
と
の
組

1
み
合
わ
せ
状
態
は
倫
理
環
境
（ethicalcontext

）

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。

(19)

異
な
る
メ
タ
フ
ァ
ー
の
意
味
形
成
は
、
受
信
者
の
選
択
し
た
「
倫
理
環
境
」

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
倫
理
環
境
」

は
、「
テ
キ
ス
ト
内
部
の
倫
理
的
文
脈
」（
イ
）
か
、「
テ
キ
ス
ト
の
外
部
に

い
る
発
信
者
（addresser

／
作
者
な
ど
）
が
置
か
れ
て
い
る
／
置
か
れ
て
い

た
倫
理
的
文
脈
」（
ロ
）
、
ま
た
は
「
テ
キ
ス
ト
の
外
部
に
い
る
受
信
者
が

置
か
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
意
図
的
に
設
定
さ
れ
る
倫
理
的
文
脈
」（
ハ
）

を
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
羊
』
で
言
う
と
、
た
と
え
ば
〈
羊
〉

が
「
モ
ン
ゴ
ル
的
な
権
力
意
味
を
象
徴
す
る
」
と
い
う
観
点
は
、
十
三
世

紀
元
朝
の
軍
隊
が
二
度
日
本
を
襲
撃
し
た
と
い
う
倫
理
的
文
脈
に
立
脚
し

た
も
の
（
＝
イ
）
で
あ
り
、「
全
共
闘
時
代
の
革
命
思
想
を
象
徴
す
る
」
と

い
う
観
点
は
、
学
生
運
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
一
九
六
〇
～
一
九
七
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〇
年
代
の
倫
理
的
文
脈
に
立
っ
て
い
る
も
の
（
＝
ロ
）
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
「
西
欧
近
代
の
文
化
の
力
を
象
徴
す
る
」
と
い
う
観
点
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
、
室
町
幕
府
後
期
よ
り
影
響
の
見
ら
れ
る
西
洋
文
化
を
考
慮
し
た

倫
理
的
文
脈
に
よ
る
も
の
（
＝
ハ
）
で
あ
る
。
異
な
る
メ
タ
フ
ァ
ー
の
意

味
形
成
は
、
言
語
学
理
論
の
範
囲
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
受
信
者

の
経
験
、
思
考
回
路
お
よ
び
脳
の
発
達
程
度
が
意
味
形
成
の
過
程
に
関
わ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
そ
れ
は
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に

し
か
適
用
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
異
な
る
経
験
や
思
考

回
路
を
持
っ
て
い
て
、
脳
の
発
達
程
度
の
異
な
っ
て
い
る
人
々
が
、
な
ぜ

特
定
の
メ
タ
フ
ァ
ー
表
現
に
対
し
て
、
同
じ
よ
う
な
理
解
に
至
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
言
語
学
の
理
論
で
は
説
明
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
異
な
る
メ
タ
フ
ァ
ー
が
同
じ
意
味
形
成
に
つ
な
が
る
こ
と
が
可

能
な
の
は
、
人
々
が
同
じ
倫
理
環
境
（
倫
理
的
文
脈
）
を
有
す
る
こ
と
で
、

同
じ
理
解
の
仕
方
に
到
達
で
き
る
か
ら
だ
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

受
信
者
が
ど
の
よ
う
な
倫
理
環
境
を
選
定
す
る
か
は
、
受
信
者
自

2
身
の
脳
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
人
間
は
生
ま
れ
る
と
き
か
ら

「
シ
ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
と
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
と
の
組
み
合
わ

せ
を
始
め
、
脳
テ
キ
ス
ト
を
得
よ
う
と
す
る

。
脳
テ
キ
ス
ト
は
人
の
思

(20)

想
や
行
動
を
決
定
す
る
既
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

ら

、
受
信
者
は
ま
さ
に
こ
の
脳
テ
キ
ス
ト
を
通
し
て
、
倫
理
環
境
を
選

(21)
択
し
メ
タ
フ
ァ
ー
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
認
知
言
語
学
の
理
解
で
は
、

メ
タ
フ
ァ
ー
の
本
質
は
あ
る
事
物
（

）
を
通
し
て
別
の
事
物
（

）
を
理

A

B

解
・
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
、

は

の
カ
テ
ゴ
リ
ー

B

A

に
あ
っ
て

の
表
象
で
も
あ
る
。

は

と
い
う
概
念
の
内
包
あ
る
い
は

A

B

A

外
延
の
中
に
あ
る
か
ら
、

を
理
解
す
る
た
め
の

に
は
、
一
定
の
条
件

A

B

と
制
限
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

。
文
学
倫
理
学
批
評
は
こ
う
し
た

(22)

の
有
限
性
を
認
め
る
が
、
そ
の
有
限
性
が
「

は

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」

B

B

A

に
あ
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
一
定
の
時
間
内
に
お
け
る
受
信
者
の
脳
テ
キ

ス
ト
そ
の
も
の
の
持
つ
有
限
性
に
あ
る
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
脳

概
念
の
獲
得
に
従
い
、
受
容
者
の
脳
テ
キ
ス
ト
も
変
化
し
て
い
く
た
め
、

も
し
受
信
者
や
時
間
の
制
限
を
考
慮
し
な
い
な
ら
、

は
無
限
に
近
づ
き

B

得
る
も
の
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

メ
タ
フ
ァ
ー
理
解
の
基
本
的
な
目
的
は
、
思
想
や
行
為
を
正
し
く

3
指
導
で
き
る
脳
テ
キ
ス
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代

G
eorge

Lakoff

が
提
出
し
た
「
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
」（Conceptualm

etaphor

）

理
論
に
よ
る
と
、
メ
タ
フ
ァ
ー
は
人
間
の
認
知
と
存
在
の
根
幹
を
支
え
る

も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
文
学
倫
理
学
批
評
の
考
え
で
は
、
メ
タ

(23)

フ
ァ
ー
を
通
し
て
認
知
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
認
知
は
メ
タ
フ

ァ
ー
理
解
の
最
終
目
的
で
は
な
い
の
だ
。
メ
タ
フ
ァ
ー
理
解
の
最
終
目
的

は
、
脳
テ
キ
ス
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
自
然

的
選
択
に
よ
っ
て
人
間
の
形
を
得
た
後
、
人
間
が
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
最
大
の
問
題
は
、
人
間
の
本
質
を
い
か
に
「
倫
理
選
択
」

す
る
こ

(24)

と
で
獲
得
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
脳
テ
キ
ス
ト
は
人
間
の
生
き

方
や
存
在
の
仕
方
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
人
間
は
己
の
本
質
を

手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
正
し
い
脳
テ
キ
ス
ト
を
獲
得
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
脳
テ
キ
ス
ト
の
獲
得
に
あ
た
り
、
人
間
は
脳
に
入
力
さ
れ
た

情
報
を
抽
象
化
・
概
念
化
す
る
こ
と
で
脳
概
念
を
獲
得
し
、
「
シ
ニ
フ
ィ
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エ
脳
概
念
」
と
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
と
を
組
み
合
わ
せ
て
メ
タ
フ

ァ
ー
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
既
存
し
た
脳
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
有
益

な
補
完
を
与
え
た
り
、
間
違
っ
た
と
こ
ろ
を
修
正
し
た
り
も
す
る
と
い
う

過
程
を
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
受
信
者
の
メ
タ
フ
ァ

ー
理
解
は
常
に
、
思
想
や
行
動
を
導
く
正
し
い
脳
テ
キ
ス
ト
を
得
よ
う
と

働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

受
信
者
は
既
存
し
た
脳
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
、
異
な
る
倫
理
的
文
脈
を

設
置
し
て
「
シ
ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
と
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
と
を

組
み
合
わ
せ
る
。
そ
し
て
脳
テ
キ
ス
ト
を
更
新
し
、
倫
理
選
択
の
段
階
を

完
了
さ
せ
、
人
間
の
本
質
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

説
明
通
り
で
あ
る
。
次
は
、
そ
う
し
た
脳
の
働
き
の
過
程
に
お
け
る
メ
タ

フ
ァ
ー
の
生
成
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
脳
テ
キ
ス
ト
理
論
を
用
い
な
が
ら

簡
単
に
説
明
す
る
。

メ
タ
フ
ァ
ー
は
発
信
者
（
＝
作
者
）

の
脳
テ
キ
ス
ト
に
由
来
し
、
発
信

者
の
脳
テ
キ
ス
ト
を
文
学
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
発
信
者
が
感

知
・
認
識
・
理
解
な
ど
の
思
考
過
程
を
通
し
て
、
脳
に
保
存
さ
れ
て
い
る

脳
テ
キ
ス
ト
と
脳
概
念
を
文
学
的
な
倫
理
規
則
に
従
っ
て
再
結
合
さ
せ
、

新
し
い
脳
テ
キ
ス
ト
す
な
わ
ち
文
学
的
な
脳
テ
キ
ス
ト
に
編
集
・
加
工
す

る

。
そ
の
文
学
的
な
脳
テ
キ
ス
ト
は
記
憶
の
形
で
脳
に
保
存
さ
れ
、
言

(25)
葉
や
文
字
の
形
を
と
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
が
文
学
の
創
作
過
程
で
あ

る
。
村
上
が
自
分
の
創
作
に
つ
い
て
語
っ
た
回
想
は
こ
の
文
学
の
創
作
過

程
を
彷
彿
と
さ
せ
、
た
と
え
ば
彼
は
次
の
よ
う
に
、
創
作
を
脳
の
「
抽
斗
」

か
ら
「
記
憶
」
を
取
り
出
す
行
動
に
喩
え
て
い
る
。

と
に
か
く
我
々
の

―
と
い
う
か
少
な
く
と
も
僕
の

―
頭
の
中
に

は
そ
う
い
う
大
き
な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
抽
斗
を
開
け
、
中
に
あ
る
マ
テ
リ
ア
ル
を
取

り
出
し
、
そ
れ
を
物
語
の
一
部
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
(26)

他
に
も
、
彼
は
「
良
き
メ
タ
フ
ァ
ー
」
を
創
作
の
た
め
の
「
ツ
ー
ル
」

と
し
て
語
っ
た
こ
と
が
あ
り

、
そ
の
よ
う
な
「
ツ
ー
ル
」
は
、
作
者
自

(27)

身
の
脳
テ
キ
ス
ト
を
表
す
た
め
の
「
よ
り
強
く
カ
ラ
フ
ル
な
」

方
式
で

(28)

あ
る
と
い
う
ふ
う
に
理
解
で
き
る
。
要
す
る
に
、
文
学
的
修
辞
法
と
し
て

の
メ
タ
フ
ァ
ー
は
脳
テ
キ
ス
ト
か
ら
由
来
し
、
発
信
者
が
言
語
や
文
字
な

ど
の
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
り
、
一
定
の
メ
タ
フ
ァ
ー
法
則
に
従
っ
た
り
し

て
、
脳
テ
キ
ス
ト
を
文
学
的
に
表
現
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

更
に
、
文
学
の
基
本
的
機
能
は
教
誨
す
る
こ
と
で
あ
る

と
い
う
文
学

(29)

倫
理
学
批
評
の
見
解
か
ら
、
修
辞
法
と
し
て
の
メ
タ
フ
ァ
ー
の
基
本
的
機

能
も
教
誨
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
メ
タ

フ
ァ
ー
生
成
の
基
本
的
原
則
と
根
本
的
目
的
は
、
受
信
者
に
正
し
い
脳
テ

キ
ス
ト
す
な
わ
ち
「
人
の
思
想
や
行
動
を
決
定
す
る
既
定
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
」

を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
文

(30)

学
の
機
能
に
つ
い
て
、た
と
え
ば
村
上
は
自
分
の
創
作
を
振
り
返
る
と
き
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

歴
史
的
に
見
て
い
け
ば
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
文
学
は
多
く
の
場
合
、

現
実
的
な
役
に
は
立
た
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
文
学
は
無

力
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
歴
史
的
な
即
効
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
で
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も
少
な
く
と
も
文
学
は
、
戦
争
や
虐
殺
や
詐
欺
や
偏
見
を
生
み
出
し

は
し
な
か
っ
た
。逆
に
そ
れ
ら
に
対
抗
す
る
何
か
を
生
み
出
そ
う
と
、

文
学
は
飽
く
こ
と
も
な
く
営
々
と
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
だ
。(31)

そ
の
よ
う
な
倫
理
的
意
図
に
立
ち
な
が
ら
、
村
上
は
四
十
年
以
上
に
わ

た
っ
て
創
作
し
続
け
、
語
り
方
と
文
体
の
革
新
を
い
つ
も
試
み
て
き
た
と

言
え
る
。
た
と
え
ば
『
羊
』
に
お
い
て
、
村
上
春
樹
は
メ
タ
フ
ァ
ー
を
設

置
し
、
多
義
的
な
〈
羊
〉
を
脳
テ
キ
ス
ト
を
伝
達
す
る
運
び
手
に
し
て
、

「
そ
れ
ら
に
対
抗
す
る
何
か
を
生
み
出
そ
う
」

と
し
た
。
彼
は
「
そ
の

(32)

羊
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
」
と
明
言
す
る
一
方
、「
そ

(33)

う
い
う
面
倒
な
こ
と
を
や
っ
て
、
一
体
何
の
意
味
が
あ
る
の
だ
」
と
質
問

さ
れ
た
と
き
、
ま
た
「
そ
こ
に
は
た
し
か
に
何
か
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
で
す
」
と
も
打
ち
明
け
て
い
る

。
そ
こ
で
、「
そ
う
い
う
面
倒
な
こ

(34)

と
を
や
っ
て
」
多
義
的
な
〈
羊
〉
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
設
置
し
、
主
人
公
の

「
僕
」
を
探
求
の
旅
に
行
か
せ
た
村
上
の
意
図
を
探
る
こ
と
が
、
次
に
行

わ
れ
る
べ
き
作
業
と
な
る
だ
ろ
う
。

五
、
開
放
性
と
合
理
性
を
兼
ね
備
え
た
脳
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
〈
羊
〉

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
受
信
者
は
既
成
の
脳
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
倫
理

環
境
を
選
定
し
、
そ
し
て
「
シ
ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
と
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン

脳
概
念
」
と
の
組
み
合
わ
せ
状
態
に
従
っ
て
、
思
想
や
行
為
な
ど
を
正
し

く
指
導
で
き
る
脳
テ
キ
ス
ト
を
獲
得
す
る
。
一
方
、
発
信
者
は
言
語
や
文

字
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
利
用
し
、様
々
な
メ
タ
フ
ァ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

文
学
的
方
法
で
受
信
者
に
正
し
い
脳
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
、
文
学
の
教
誨
機

能
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
で
、
メ
タ
フ
ァ
ー

と
し
て
の
〈
羊
〉
の
意
味
を
捉
え
て
み
れ
ば
、
村
上
の
伝
え
よ
う
と
し
た

脳
テ
キ
ス
ト
に
は
二
つ
の
特
徴
、
つ
ま
り
開
放
性
と
合
理
性
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
両
者
は
、
ほ
か
で
も
な
く
正
し
い
脳
テ
キ
ス
ト
の
備
え

る
べ
き
基
本
的
特
徴
そ
の
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
開
放
性
か
ら
考
察
す
る
。
開
放
的
脳
テ
キ
ス
ト
と
は
、
よ
り
多

く
の
「
シ
ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
と
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
と
の
組
み

合
わ
せ
を
実
現
で
き
る
脳
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
の
対
概
念
で
あ
る
閉

鎖
的
脳
テ
キ
ス
ト
と
は
、
あ
る
「
シ
ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
を
特
定
の
「
シ

ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」
と
し
か
組
み
合
わ
せ
ら
れ
な
い
脳
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
。
た
と
え
ば
次
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、
村
上
が
創
作
を
行
う
と
き
、

そ
う
し
た
脳
テ
キ
ス
ト
の
作
用
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

冷
戦
時
代
に
は
東
西
と
い
う
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
戦
い
で
し
た
よ

ね
。
そ
れ
が
、
今
で
は
異
種
の
シ
ス
テ
ム
と
シ
ス
テ
ム
と
の
戦
い
み

た
い
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
何
か
と
い

う
と
、
オ
ー
プ
ン
（
開
放
）
シ
ス
テ
ム
と
ク
ロ
ー
ズ
ド
（
閉
鎖
）
シ

ス
テ
ム
の
戦
い
で
す
。
オ
ウ
ム
真
理
教
と
い
う
の
は
完
全
に
ク
ロ
ー

ズ
ド
シ
ス
テ
ム
で
、
外
な
る
社
会
と
い
う
の
は
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム

で
す
ね
。
(35)

ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
は
閉
鎖
的
物
語
（
＝
閉
鎖
的
脳
テ
キ
ス
ト
）
し
か

提
供
で
き
な
い
。
村
上
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
閉
鎖
的
物
語
は
「
シ
ン
プ
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ル
で
、
直
接
的
で
、
明
快
な
か
た
ち
を
持
っ
た
強
力
」
な
も
の
で
あ
る
か

ら
、「
そ
こ
で
は
す
べ
て
の
疑
問
は
解
か
れ
て
い
る
」

よ
う
に
見
え
る
。

(36)

閉
鎖
的
脳
テ
キ
ス
ト
が
稼
働
す
る
と
き
、「
シ
ニ
フ
ィ
エ
脳
概
念
」
と
「
シ

ニ
フ
ィ
ア
ン
脳
概
念
」と
の
間
に
特
定
の
組
み
合
わ
せ
方
し
か
存
在
せ
ず
、

多
元
的
な
現
実
世
界
に
お
け
る
制
約
、
条
件
、
矛
盾
な
ど
を
考
え
な
く
て

も
明
確
な
答
え
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
あ
る
場
合
に
は
（
中

略
）
非
常
に
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
」
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ

ム
に
は
「
矛
盾
が
含
ま
れ
」
て
お
り
、「
機
能
不
全
的
な
も
の
が
見
ら
れ
」
(37)

る
の
で
あ
る
。
閉
鎖
的
脳
テ
キ
ス
ト
の
有
効
性
が
そ
れ
自
身
の
閉
鎖
性
に

よ
っ
て
生
じ
、
そ
の
有
効
性
も
ま
た
単
一
的
な
思
考
パ
タ
ー
ン
や
行
動
様

式
し
か
も
た
ら
さ
ず
、
多
様
化
し
て
い
く
外
部
世
界
に
適
応
で
き
な
い
そ

う
い
っ
た
思
考
や
行
動
が
、
「
悲
惨
き
わ
ま
り
な
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ

と
」

―
一
九
九
五
年
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
ま
さ
に
そ
の
一
例
で

(38)

あ
る

―
に
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
実
は
、
事
件
の
発
生
し
た
十

数
年
前
か
ら
、
村
上
は
す
で
に
こ
う
し
た
時
代
の
病
を
敏
感
に
捉
え
て
い

た
の
で
あ
る
。
『
風
の
歌
を
聴
け
』
『1973

年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』
な
ど
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
、
閉
鎖
的
自
我
へ
の
配
慮
を
捨
て
、
よ
り
広
い
社
会
歴

史
空
間
に
目
を
向
け
よ
う
と
す
る
志
向
性
が
、
彼
の
鋭
い
嗅
覚
を
覗
か
せ

て
い
る
。『
羊
』
に
眼
を
転
ず
る
と
、「
人
間
と
人
間
の
世
界
を
一
変
さ
せ

て
し
ま
う
よ
う
な
巨
大
な
計
画
」
を
持
つ
、
「
完
全
に
ア
ナ
ー
キ
ー
な
観

念
の
王
国
」

を
作
る
と
い
う
い
さ
さ
か
曖
昧
な
目
的
が
示
し
て
い
る
よ

(39)

う
に
、
村
上
は
〈
羊
〉
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
を
設
け
る
こ
と
で
、
日
本
の

近
現
代
史
全
体
を
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
は
相
対
的
に
明
確

な
意
味
を
限
定
す
る
語
り
方
に
よ
っ
て
、
読
者
に
メ
タ
フ
ァ
ー
の
意
味
を

探
せ
る
よ
う
に
誘
導
し
、
読
者
に
開
放
的
脳
テ
キ
ス
ト
を
提
供
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

次
は
合
理
性
に
つ
い
て
考
え
る
。
合
理
的
な
脳
テ
キ
ス
ト
と
は
、
人
間

を
理
性
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
正
し
い
「
倫
理
選
択
」
を
さ
せ
る
脳
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
人
間
は
既
存
の
脳
テ
キ
ス
ト
を

守
る
と
同
時
に
、
理
性
の
作
用
を
発
揮
し
、
外
来
の
脳
テ
キ
ス
ト
を
合
理

的
に
選
択
し
吸
収
す
る

。『
羊
』
の
中
で
は
、
「
倫
理
選
択
」
を
し
な
け

(40)

れ
ば
な
ら
な
い
人
物
が
、「
羊
博
士
」「
先
生
」「
鼠
」
の
三
人
で
あ
る
。「
人

間
と
人
間
の
世
界
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
巨
大
な
計
画
」（
二
四
二

頁
）
を
持
つ
〈
羊
〉
に
侵
入
さ
れ
て
、
彼
ら
は
既
成
し
た
脳
テ
キ
ス
ト
（
人

間
の
脳
）
と
外
来
の
脳
テ
キ
ス
ト
（
羊
の
脳
）
と
の
い
ず
れ
か
を
選
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
境
地
に
陥
っ
た
。
「
羊
博
士
」
は
〈
羊
〉
が
「
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
呑
み
こ
む
る
つ
ぼ
」（
三
五
五
頁
）
の
よ
う
な
も
の
、
宿
主
に
無
限

の
力
、
権
力
、
財
富
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る

が
、
羊
の
脳
は
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。〈
羊
〉
が

二
番
目
の
宿
主
で
あ
る
「
先
生
」
の
脳
疾
患
を
緩
和
し
た
だ
け
で
な
く
、

「
先
生
」
を
凡
庸
な
右
翼
か
ら
右
翼
の
首
領
へ
と
上
ら
せ
、
国
全
体
を
支

配
で
き
る
ほ
ど
の
強
大
な
地
下
王
国
を
築
か
せ
た
こ
と
を
見
れ
ば
、
羊
の

脳
は
人
間
の
脳
よ
り
優
れ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、「
先
生
」

が
成
功
を
遂
げ
た
手
段
を
考
え
る
と
、
中
国
で
無
茶
を
し
て
巨
万
の
富
を

手
に
入
れ
た
こ
と
に
せ
よ
、
米
軍
を
買
収
し
て
軍
事
裁
判
を
回
避
し
よ
う

と
し
て
、
政
党
買
収
で
国
の
政
治
と
経
済
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に

せ
よ
、
い
ず
れ
も
非
理
性
的
な
行
動
で
あ
る
と
言
え
る
。
「
先
生
」
を
支

配
し
て
い
た
〈
羊
〉
は
非
理
性
的
な
〈
羊
〉
で
あ
り
、
宿
主
に
非
理
性
的
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な
羊
の
脳
、
す
な
わ
ち
非
理
性
的
な
脳
テ
キ
ス
ト
し
か
提
供
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。

人
間
の
脳
と
羊
の
脳
に
直
面
す
る
と
き
、
「
羊
博
士
」「
先
生
」「
鼠
」

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
選
択
を
し
た
。
「
羊
博
士
」
は
〈
羊
〉
の
最
初
の
宿

主
で
あ
り
な
が
ら
、
〈
羊
〉
が
体
内
に
入
る
こ
と
に
ま
っ
た
く
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
何
の
選
択
も
で
き
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
選

択
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
も
一
種
の
選
択
だ
と
言
え
る
し
、
選
択
す

る
の
に
あ
た
っ
て
、
自
分
の
中
に
十
分
な
倫
理
意
識
を
持
つ
こ
と
を
選
択

し
な
か
っ
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
既
存
の
脳
テ
キ

ス
ト
や
自
我
の
本
質
に
対
す
る
保
護
意
識
が
欠
如
し
て
い
る
人
た
ち
の
代

表
で
あ
り
、〈
羊
〉
に
利
用
さ
れ
た
後
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、「
も
っ
と
早

く
そ
れ
を
気
づ
く
べ
き
だ
っ
た
」（
二
四
三
頁
）
こ
と
に
気
づ
い
た
。〈
羊
〉

の
二
番
目
の
宿
主
は
「
先
生
」
で
あ
り
、
権
利
と
富
を
追
求
す
る
た
め
、

彼
は
既
存
の
脳
テ
キ
ス
ト
を
捨
て
て
、
外
来
の
脳
テ
キ
ス
ト
を
受
け
入
れ

る
こ
と
を
選
ん
だ
。
〈
羊
〉
に
宿
主
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
彼
の
本
意
で

は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
〈
羊
〉
が
体
内
に
入
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
後
、
「
先
生
」
は
〈
羊
〉
の
制
御
に
抵
抗
す
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て

〈
羊
〉
か
ら
与
え
ら
れ
た
羊
の
脳
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
、
一
連
の
非
理
性

的
な
行
為
に
よ
る
誤
っ
た
倫
理
的
選
択
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、

〈
羊
〉
の
三
番
目
の
宿
主
で
あ
る
「
鼠
」
は
、「
羊
博
士
」
と
も
「
先
生
」

と
も
異
な
る
行
動
を
示
し
、
積
極
的
に
抵
抗
し
て
人
間
の
脳
を
守
ろ
う
と

し
て
い
た
。
彼
の
取
っ
た
方
法
（
自
殺
）
は
悲
劇
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

羊
を
殺
す
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
自
分
の
脳
テ
キ
ス
ト
を
守
り
、
正
し
い
倫

理
的
選
択
を
し
た
と
言
え
る
。
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
村
上
は
「
羊

博
士
」「
先
生
」「
鼠
」
の
選
択
を
通
し
て
、
合
理
的
な
脳
テ
キ
ス
ト
を
読

者
に
提
供
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
既
存
の
脳
テ
キ
ス
ト
を
守
る
こ

と
を
前
提
に
し
、
理
性
を
発
揮
し
て
外
来
の
脳
テ
キ
ス
ト
を
合
理
的
に
選

択
・
吸
収
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
脳
テ
キ
ス
ト
を
よ
り
合
理
的
な
も
の
に

す
べ
き
だ
と
い
う
志
向
性
で
あ
る
。

六
、
お
わ
り
に

村
上
は
、
メ
タ
フ
ァ
ー
を
修
辞
法
と
し
て
文
体
の
革
新
に
応
用
し
た
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
思
考
の
方
法
と
し
て
も
小
説
の
倫
理
的
構
造
に
浸
透

さ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
〈
羊
〉
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
い
う
語
り
方
の
も

と
に
、
開
放
的
物
語
を
も
っ
て
閉
鎖
的
物
語
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
村
上

の
姿
勢
が
、
『
羊
』
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
主
人
公
の
旅
は
、
開

放
的
シ
ス
テ
ム
の
影
響
下
に
置
か
れ
る
創
作
の
道
、
そ
し
て
人
間
の
生
き

る
道
を
探
求
す
る
旅
で
も
あ
り
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
文
学
倫
理
学
批

評
の
脳
テ
キ
ス
ト
理
論
は
非
常
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
メ
タ

フ
ァ
ー
理
解
と
生
成
の
倫
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
メ
タ
フ
ァ
ー

の
教
誨
機
能
を
強
調
し
た
一
面
を
、『
羊
』
は
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

メ
タ
フ
ァ
ー
を
言
語
の
問
題
で
は
な
く
「
思
考
」
の
問
題
と
理
解
す
る
見

解
も
あ
る
が

、
メ
タ
フ
ァ
ー
は
「
思
考
」
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
脳
テ

(41)

キ
ス
ト
と
「
倫
理
選
択
」
に
関
係
す
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
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【
注
記
】

村
上
春
樹
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『
風
の
歌
を
聴
け
』（
一
九
七
九
年
七
月
）
か
ら
始
ま
り
、

1
『1973
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』（
一
九
八
〇
年
六
月
）
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』（
一
九
八
二

年
八
月
）
ま
で
の
初
期
三
部
作
を
指
す
。

村
上
は
、
現
代
の
一
小
説
家
と
し
て
「
今
の
小
説
が
社
会
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る

2
役
割
は(

あ
る
い
は
果
た
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
は)

、
僕
ら
が
置
か
れ
て

い
る
世
界
の
混
沌
性
を
鋭
く
振
り
払
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
有
機

的
に
相
対
化
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
と
、
「
そ
こ
に
あ
る
混
沌
性
を
べ
つ
の
混
沌
性
に

置
き
換
え
て
い
く
こ
と
」
を
自
分
の
仕
事
内
容
と
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
。
ま
さ

し
く
比
喩
的
な
表
現
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。（
村
上
春
樹
『
少
年
カ
フ
カ
』
新
潮

社
、
二
〇
〇
三
年
六
月
、
七
三
四
～
七
六
六
頁
）

澤
田
真
紀
「
村
上
春
樹
の
比
喩
表
現
の
研
究
」『
日
本
文
学
』

、
二
〇
〇
三
年
三

3

99

月
、
六
七
頁

芳
川
泰
久
、
西
脇
雅
彦
『
村
上
春
樹

読
め
る
比
喩
事
典
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

4
〇
一
三
年
九
月
、
二
頁

松
川
美
紀
枝
「
現
代
に
お
け
る
比
喩
の
構
造
と
そ
の
効
果

―
村
上
春
樹
『
海
辺
の

5
カ
フ
カ
』
に
お
け
る
直
喩
表
現
に
着
目
し
て

―
」『
尾
道
大
学
日
本
文
学
論
叢
』

、
2

二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
一
二
五
頁

川
村
二
郎
「
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
」
『
群
像
日
本
の
作
家

村
上
春
樹
』
小
学
館
、

6

26

一
九
九
七
年
、
一
六
三
～
一
六
五
頁

関
井
光
男
「
〈
羊
〉
は
ど
こ
へ
消
え
た
か
（
中
上
健
次
と
村
上
春
樹

―
都
市
と
反

7
都
市
〈
特
集
〉
）
」『
國
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』

（

）
、
一
九
八
五
年
三
月
、

30

3

一
二
〇
～
一
二
五
頁

前
掲
注

に
同
じ

8

7

今
井
清
人
「
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』

―
ミ
メ
ー
シ
ス
さ
れ
る
〈
物
語
〉

―
」『
村

9
上
春
樹

―

の
感
覚
』
国
研
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
一
六
五
～
二
〇
二
頁

O
F
F

遠
藤
伸
治
「
村
上
春
樹
試
論

―
主
体
性
の
サ
バ
イ
バ
ル
」『
近
代
文
学
試
論
』

、

10

27

一
九
八
九
年
一
二
月
、
五
三
～
六
七
頁

柴
田
勝
二
「
受
動
的
な
冒
険

―
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
と
〈
漱
石
〉
の
影

―
」

11
『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』

、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
一
四
一
～
一
六
一
頁

74

中
国
に
お
け
る
従
来
の
メ
タ
フ
ァ
ー
研
究
で
は
、
メ
タ
フ
ァ
ー
を
分
析
す
る
際
に
、

12
修
辞
学
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
本
体
」
（
喩
え
ら
れ
る
も
の
）
や
「
喩
体
」（
喩
え
る

も
の
）
と
い
っ
た
用
語
を
採
用
し
て
い
た
。

村
上
春
樹
研
究
会
編
『
村
上
春
樹

作
品
研
究
事
典
』
鼎
書
房
、
二
〇
〇
一
年
六
月
、

13
一
八
四
頁

聶
珍
釗
『
文
学
倫
理
学
批
評
導
論
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
○
一
四
年
、
一
三
頁

14

Richard
A

.
Posner,

Against
Ethical

C
riticism

:
Part

Tw
o (Philosophy

and

15Literature
22.2,1998

):403

聶
珍
釗
「
文
学
倫
理
学
批
評
：
文
学
の
基
本
的
機
能
と
核
心
的
価
値
」『
外
国
文
学

16
研
究
』
二
〇
〇
四
年
八
月
、
八
～
一
三
頁

聶
珍
釗
「
文
学
倫
理
学
批
評
：
口
頭
文
学
と
脳
テ
キ
ス
ト
」『
外
国
文
学
研
究
』
二

17
〇
一
三
年
六
月
、
八
～
一
五
頁

聶
珍
釗
「
脳
テ
キ
ス
ト
と
脳
概
念
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
文
学
倫
理
学
批
評
」
『
外

18
国
文
学
研
究
』
二
〇
一
七
年
十
月
、
三
三
頁

前
掲
注

に
同
じ
、
二
五
六
～
二
七
〇
頁

19

14

前
掲
注

に
同
じ

20

18

前
掲
注

に
同
じ

21

18

徐
盛
桓
「
〈
喩
え
ら
れ
る
も
の
〉
と
〈
喩
え
る
も
の
〉
の
類
似
性

―
分
形
論
の
視

22
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点
か
ら
見
る
メ
タ
フ
ァ
ー
研
究
そ
の
二
」
『
当
代
修
辞
学
』
二
〇
二
〇
年
四
月
、
二
一

頁
マ
ー
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
ー
コ
フ
原
著
、
何
文
忠
訳
『
メ
タ
フ
ァ
ー

23
に
満
ち
た
日
常
世
界
』
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
五
月
、
四
～
六
頁

生
物
的
選
択
は
、
人
間
を
動
物
か
ら
完
全
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
間
を

24
動
物
か
ら
本
当
に
分
離
さ
せ
得
た
の
は
倫
理
的
選
択
で
あ
る
。
人
間
の
生
物
的
選
択

と
倫
理
的
選
択
は
、
異
な
っ
た
本
質
を
持
つ
二
種
類
の
選
択
で
あ
り
、
前
者
は
人
間

の
形
式
を
選
択
す
る
も
の
だ
が
、
後
者
は
人
間
の
本
質
を
選
択
す
る
も
の
で
あ
る
。

善
悪
と
い
う
概
念
は
倫
理
観
と
同
時
に
現
れ
、
善
悪
を
分
け
得
る
か
ど
う
か
と
い
う

の
は
、
人
間
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
基
準
で
あ
り
、
人
間
の
倫
理
の
基
礎
で

も
あ
る
。（
聶
珍
釗
『
文
学
倫
理
学
批
評
導
論
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
○
一
四
年
）

前
掲
注

に
同
じ
、
三
○
頁

25

18

村
上
春
樹
『
職
業
と
し
て
の
小
説
家
』
ス
イ
ッ
チ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
五
年
、

26
一
一
七
頁

村
上
春
樹
『
夢
を
見
る
た
め
に
毎
朝
僕
は
目
覚
め
る
の
で
す

村
上
春
樹
イ
ン
タ
ビ

27
ュ
ー
集1997-2009

』
文
芸
春
秋
、
二
〇
一
〇
年
、
二
一
〇
頁

前
掲
注

に
同
じ
、
一
八
一
頁

28

27

前
掲
注

に
同
じ
、
一
四
頁

29

14

前
掲
注

に
同
じ

30

18

村
上
春
樹
『
村
上
春
樹
雑
文
集
』
新
潮
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
八
頁

31

前
掲
注

に
同
じ

32

31

ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
原
著
、
馮
涛
訳
『
ハ
ル
キ
・
ム
ラ
カ
ミ
と
言
葉
の
音
楽
』
南
京

33
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
七
七
頁

前
掲
注

に
同
じ
、
二
七
頁

34

32

前
掲
注

に
同
じ
、
一
二
七
頁

35

27

前
掲
注

に
同
じ

36

31

前
掲
注

に
同
じ

37

27

前
掲
注

に
同
じ
、
二
六
頁

38

31

『
村
上
春
樹
全
作
品1979

～1989

②

羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
講
談
社
、
二
〇
〇
三

39
年
三
月
、
二
四
二
・
三
五
六
頁
。
初
出
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
講
談
社
、
一
九
八
二

年
八
月
号
。
以
下
同
じ

拙
稿
「
脳
テ
キ
ス
ト
と
『
僕
』
の
存
在
と
選
択

―
村
上
春
樹
『
世
界
の
終
わ
り
と

40
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
新
論
」『
文
学
学
際
研
究
』
二
〇
一
七
年
九
月
、

四
七
～
六
三
頁
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G
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M
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M
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【
付
記
】
本
論
文
は
、
中
国
国
家
社
会
科
学
基
金
重
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
当
代
西
方
倫
理

批
評
文
献
の
整
理
、
翻
訳
と
研
究
」
（N

o.19ZD
A

292

）
の
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
英
文
お
よ
び
中
国
語
文
献
の
翻
訳
は
、
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
。

（
中
国
・
浙
江
大
学
外
国
言
語
文
化
と
国
際
交
流
学
院
副
研
究
員
）


